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取扱説明書 ①

本製品をビデオにつないだ場合は
テレビをビデオが見られる状態にし、下の画面が映るまで、ビデオの
リモコンの［入力切換］か［チャンネル切換］ボタンを何度か押します。

初めて電源を入れたときには、以下の画面が表示されます。
画面の指示に従い、『はじめて設定』を行ってください。

本製品のリモコンで
電源を入れます。

はじめて電源を入れた場合

テレビのリモコンでテレビの電源を入れます。

テレビが映るまで、テレビのリモコンの［入力切換］か［ビデオ］
ボタンを何度か押します。

テレビのリモコンでテレビの入力切換を行います。

※本製品のリモコンで設定してください。

緑に点灯

はじめに

デジタル放送を見るために
「はじめて設定」を行います。
＊リモコンで操作してください。

「はじめて設定」を開始する決定

スタート

本製品側面のB-CASカード挿入口に、B-CASカードを
しっかりと奥まで挿し込んでください。

●ビーキャス カード

×○

今まで使用していたアンテナケーブルをテレビからはずします。

「地上デジタル」と書かれた
コネクタにつなぎます。

「衛星デジタル」と書かれた
コネクタにつなぎます。リモコンに電池を入れます。

乾電池について
乾電池以外の電池（充電式電池、ニッケル水素電池、ニッカド電池）
等をご使用にならないでください。

単四形乾電池を ＋  －  の向きを
確認した上でセットします。

ー

ー

＋＋

※衛星アンテナについて
　既にBS衛星放送対応アンテナをお持ちの場合は、そのままご利用頂けます。
　CATVの場合は『BSパススルー環境』であればご覧いただけます。
　分波器を使用して地上デジタルとBSデジタルの双方へ接続してください。

※地デジアンテナについて
アンテナが地デジ（UHFアンテナ）に対応しているかご確認ください。
UHFアンテナでも方向の調整が必要な場合もあります。
ご不明の場合はお近くの電気店等にご相談ください。
CATVの場合「パススルー環境」であればご覧いただけます。
共同アンテナの場合は保守・管理業者に地デジ対応していることをご確認ください。

※お使いのテレビによっては前面に
　端子がある場合もあります。

＜地デジアンテナの場合＞ ＜衛星アンテナの場合＞

1

1 同様にBS（CS）で使用していたアンテナケーブルがあれば、
テレビからはずします。
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2
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周りにスペースを確保する。
また、本製品を発熱する機器の上におかない。 絶対に縦置きにしない

チューナーに電源コードをつなぎます。

コンセントにＡＣアダプターを
さします。

ＨＤＤが内蔵されているため、以下を守ってご利用ください。

1

2

3

初期設定が終了したら放送番組が映ります。地デジ放送をお楽しみください。
リモコンでテレビを操作するための設定方法は裏面をご覧ください。

1

2

ＡＣアダプター（付属品）

1
向き・表裏を確認

2B-CASカードをセットする/
電池をセットする アンテナをつなぐ 3 AVケーブルをつなぐ

ACアダプターをつなぐ 5 初期設定する

設置する

※1 HDMI、D映像、PCアナログは、同時に使えません。いずれか１つの端子だけにつないでください。
      （コンポジット端子と S端子は常時出力されます。）
※2 D 端子ケーブルを本製品から取り外すと、D端子の設定が［D1］になります。
　　お使いのテレビに合わせて設定しなおしてください。

（参考）テレビとの接続端子について

【最高画質】 HDMIケーブルで接続

【最高画質】 Ｄ端子ケーブルで接続

【高画質】 Ｓビデオケーブルとオーディオケーブルで接続

【標準画質】 AVケーブルで接続

【高画質】 アナログRGBケーブルで接続

高
画
質

標
準
画
質

ARIB（社団法人電波産業会）の規格により、
有効画素数は 52万画素以下になります。

本製品についていたリモコン
を用意し、本製品に向けて電
源ボタンを押します。
⇒ 本製品の電源が入り、
　 電源ランプが緑に光ります。

本製品の電源を入れます。1

テレビを見ることができます。5
本製品のリモコンでチャンネルを切り換えてお楽しみください。
（アナログ放送とはチャンネル番号が異なりますので、ご注意ください。）

テレビのリモコンで、テレビの
電源を入れます。

テレビの電源を入れます。2

テレビが映るまで、テレビのリモコンの
［入力切換］または [ ビデオ ] ボタンを
押します。

テレビの入力切換を行います。3

［放送切換］ボタンを押すたびに、放送波が切り換わります。
見たい放送波にあったボタンを押します。4

押す

テレビを視聴する時には

押す 緑に点灯

チューナーの
リモコン

テレビの
リモコン

テレビが持つ端子によって以下の接続方法が可能です。

10cm
8cm

10cm

10cm



HVTR-BCTL
取扱説明書 ① 録画する
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番組表から選択して予約録画する

1

3

４

2 予約したい番組を選び、　　　を押す。

※視聴予約をする場合は「視聴予約」を押す。

「録画予約」を選び、　　　を押す。

リモコンの　　　を押す。

※最大予約件数は 100件まで登録可能です。

必要に応じて「毎回設定」「上書き設定」を設定します。

「予約確定」を選び、　　　を押す。

　　　を押す

　　　を押す

［保護］ / [保護解除]を

 決定する

すべてのお知らせを確認するとお知らせランプは消灯します。

［メインメニュー］を押す2

［メインメニュー］を押す2

3

［お知らせ］を
 決定

「お知らせ」ランプが点灯した場合は

本製品や放送に関するお知らせがあります。

（製品の異常ではありません。）

以下の手順でお知らせを見ることができます。

点灯していたら、お知らせあり

4

お知らせを選んで
決定し、お知らせ
を見る

本製品の設定を初期化する

本製品の設定をご購入時の状態に戻します。※録画番組は削除されません。

3
［本体の設定］を
 決定

［本体の初期化］
 を決定

4

5 ［はい］を選んで
決定し、本製品を
初期化する

録画する

今すぐ録画する

テレビを見ている状態で、リモコンの　　　　を押す。

確認画面が表示されるので「はい」を選び、　　　　を押す。
⇒録画がはじまります。

※録画中リモコンで本製品の電源をオフにしても録画は継続されます。
※録画は、その番組の終了に合わせて自動的に停止されます。

時刻が来ると、指定した番組を視聴します。

本製品の電源が切られていても、自動的に電源が入り、終了時刻に電源が切れます。

本製品の電源が入っている場合には、指定した番組に切り替わり、終了時刻になっても

そのまま電源が入った状態が続きます。予約した時刻になると、「予約を開始しました」

と表示されます。

※予約の方法については左下の「番組表から選択して予約録画する」をご覧ください。

日付とチャンネルを指定して録画する

1 リモコンの　　　を押す。

2 [時間指定予約]を選び、　　　を押す。

５ 必要に応じて「毎回設定」「上書き設定」を設定します。

「予約確定」を選び、　　　を押す。

3 チャンネル/日付/開始時刻/終了時刻を指定し、　　　を押す。

４ 「録画予約」を選び、　　　を押す。※視聴予約をする場合は「視聴予約」を押す。

(参考 ) 毎回設定
番組の内容とは関係なく、指定した曜日と時間に繰り返し予約録画をします。

( 参考 ) 上書き設定
毎回設定をした場合、現在の最新のものが残るように前回の録画番組を削除して録画し
ます。ハードディスクの空き容量が減りにくいといった利点があります。

( 参考 ) 視聴予約
「視聴予約」を選択すると、録画ではなく視聴予約になります。

予約の確認

1 リモコンの　　　を押す。

3 予約一覧が表示されます。

2 [予約一覧]を選び、　　　を押す。

例：
取り消したい番組を選択し、
[予約取消]-[取消する]を順に選びます。

一覧から予約を　　　　で選ぶと、

予約の取り消しや変更ができます。

( 参考 ) 予約内容の変更削除

録画を途中でやめる

1

押すと、停止の確認が開く

画面にしたがって、選択します。2

　　　を押す。

1 　　　を押す。

押すと、録画番組リストが開く

録画した番組を再生する

2 再生したい番組を選択し、　　　を押す。

(参考 ) 追っかけ再生
現在録画中の番組（赤い●マークが出ているもの）を選択した場合は、追っかけ再生と
なります。

録画番組を保護/保護解除する

ハードディスクに空き容量が少なく、自動削除設定が「する」になっている場合に、

削除されないようにします。

保護対象の番組を

えらぶ

予約した番組の番組表での表示
番組名の前に○が表示されます。

選んでいる番組の番組情報を見る

番組表を1日分前後に移動する

番組表の放送波が切り換わる

カーソルを移動する

選んでいる番組が放映中なら視聴する
放映前の番組なら予約する

※再度押すと
　番組表が消えます。

を押す

時計が

青色 なら
「視聴予約」

時計が

赤色 なら
「録画予約」

1 リモコンの　　　を押す。

1 リモコンの　　　を押す。

こんなときは

本体背面

録画用ハードディスクを用意する 録画できるようにする

（参考）ハードディスクを取り外したい場合

2 USB ハードディスクをUSBポートに接続し、
USB ハードディスクの電源を入れます。

1 本製品の電源を入れます。

録画中や再生中の場合は停止し、そのまま本製品よりハードディスクを取り外してください。

はじめて使用する場合

※フォーマットしてもよろしければ先にすすんでください。

取り外し時の注意
※録画中や再生中には絶対に取り外さないでください。
※予約情報はハードディスクを取り外しても残っています。
　そのため、ハードディスクを取り外すと予約に失敗します。

ハードディスクの取り付け
本製品の動作確認済みハードディスクが必要です。
（動作確認済みハードディスク一覧　http://www.iodata.jp/）
ハードディスクのバスパワー駆動やRAIDには対応していません。

※初期化するとハードディスクに保存されているデータは
   すべて消去されます。

※一度初期化を行うと以降は初期化は必要ありません。

※本製品で初期化したハードディスクはパソコンとの併用は
　できません。

○録画した番組を再生するには録画時に使っていた本製品とハードディスクが必要です。
　そのため、製品を交換した場合は、交換前の製品で録画された番組は再生できません。
○本製品が故障した場合はそれまでに録画した番組が再生できなくなります。
○録画データを保存したハードディスクが壊れた場合、それまでに録画した番組を再生できなくなります。
○本製品に複数のハードディスクを接続していると録画できません。
   録画時はハードディスクを１台のみ接続してください。
○録画・再生において発生するいかなる損害について、弊社は一切の責任を負いかねます。

録画に関する注意

本製品で使用するためには、初期化をする必要があります。

　　ボタン⇒メインメニュー⇒録画の設定⇒ディスクの初期化を選択します。

番組表を見る 視聴予約について


